
報告書⑧ 

令和５年度 地域貢献事業活動報告書 

１事業名称 「地域資源」の学習を継続的・持続的な「探究」へと支援・発展させる

ためのアーカイブの収集と体系化 
２事業推進者等 （責任者職名・氏名） 

自然・生活教育学系 教授・光永伸一郎 
（学内共同実施者職名・氏名） 
自然・生活教育学系 准教授・谷友和 
人文・社会教育学系 准教授・橋本暁子 

３学外の連携機関等 （連携機関等名）上越市企画政策部 上越市創造行政研究所 
（担当者職名・氏名等）副所長・内海巌 

 
４事業の趣旨・目的 
 

 「地域資源（特徴的な自然・歴史・文化など）」には各教科に関わる

内容が多く含まれており、それらの理解や教科横断的な学びを深めるた

めの教材としてふさわしいと考える。そこで、上越地域の「地域資源」

に関わる情報を収集し、教科内容の視点から体系化することで、その学

習を継続的・持続的な「探究」へ支援・発展できるようなアーカイブを

創出する。 
 身近な「地域資源」についての「探究」を通して、各教科内容の理解

を深めることはもとより、児童・生徒は、シビックプライド（地域への

誇りや愛着、当事者意識）を高めることができると期待しており、それ

が若い世代によるまちづくり推進等の地方創生につながるものと考え

る。 
 
５事業活動報告 
 

 上越地域の「地域資源」についての調査・研究・勉強会を行い、関連

の情報を収集した。勉強会（ゼミ活動）については、本学教員、地域住

民等の参加のもと、専門家による講演を交

えた形式で３回（３月予定の１回を含む）

行った［写真：２月開催時のチラシと勉強

会（ゼミ活動）の概要］。 

 
６本事業で得られた 

成果 

 収集した「地域資源」に関する情報については、教科内容的、教科横

断的視点から体系化し、書籍「越境アプローチによる地域学習のすゝめ 

～信越県境エリアの地域資源を素材とした教育レシピ集～」としてまと

めた（３月出版予定）。そこに示された教材を、小・中・高等学校の授

業実践に導入することで、「地域資源」の学習を通して、教科内容の理

解や、教科横断的な学びを深めることができるものと考える。 
７その他（成果物等の

名称） 
書籍「越境アプローチによる地域学習のすゝめ ～信越県境エリアの地

域資源を素材とした教育レシピ集～（３月出版予定）」 
 


